
『一日一福キャンペーン』実施します！『一日一福キャンペーン』実施します！

キャンペーンの概要
キ ャ ン ペ ー ン 期 間 中 に 配 布 さ れ た メ
ニュー例を参考に、参加者それぞれが福
祉活動に取り組んでもらい結果を報告。

※1　11月29日～ 12月上旬に全戸配布を予定しています。本会発行のチラシ片面が「一日一福キャンペーン」の報告用紙となります。（報告は任
意の書式も可）

※2　回収BOXは、社協、公民館、駅連絡所に設置しています。

結果は、次回の社協はだの、ホームページ他で報告します。

報告方法 ①～③のいずれかの方法でご報告ください。
①キャンペーンのチラシ（※1）に取り組んだ活動と感想を記入し、回収BOX（※2）に投函。
②本会ホームページ報告フォームから報告。
③ツイッター、フェイスブック、インスタグラムのコメントに「＃一日一福キャンペーン」とタグをつけて、取

り組んだ活動、写真、感想をコメント。

　　2021年 11/15 ～ 12/15
対象：市内在住・在勤・在学の方

期間

～いちにち、ひとつの福祉活動。 わたしも幸せ×誰かも幸せ～～いちにち、ひとつの福祉活動。 わたしも幸せ×誰かも幸せ～

ご参加ください！

家族に
「おはよう」と
自分からいう

福祉活動メニュー例

近所の人に
自分で
あいさつをする。

出かけたついでに
近所の様子を
気に掛ける。

今日
10人以上に
笑顔を見せる。

「何か、手伝えるこ
と、あ り ま す か？」
困ってるかなと思っ
たら勇気をだして聞
いてみる。

自分から
「手伝ってほしい」と
声をかける。

マークを
付けている人に
席をゆずる

（マタニティマーク、
ヘルプマーク）

高齢者や
体の不自由な人に
席をゆずる、
声をかける。

かんたんな
手話について
知ってみる

（あいさつ、
      指文字）

目や耳の不自由な方
と の コ ミ ュ ニ ケ ー
ションの方法が色々
あることを意識する

（どうしたら伝わるか
な？と考える）

家の中にあるものに
点字がついてるか調
べ て み る（例 シ ャ ン
プ ー、リ ン ス、缶
ビール、調味料）

点 字ブ ロ ッ ク が あ
るところを確認する。
点字ブロックの上に
は自転車を停めない
よう気を付ける。

スーパーや
お店のどこに
車いすがあるか
確認をする。

社 協で や っ て い る
ボランティア講座に
参加する。

分別・
リサイクル活動に
取り組む。

ペットボトルの
キャップや
書き損じハガキなど
を集める

（社協窓口にて回収中）

社協のボラン
ティアセンター
に登録する。

ボランティアセ
ンターを通じて
作 品（折 り 紙・手 芸）
を寄付する。

募金や
寄付をする。

駅や建物の中に
点字の表示を
探してみる。
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主な内容

・一日一福キャンペーン
　

・はだのにこにこフードマーケット
　　　　　　　　　　　　　　　開催報告

・みんなのベンチプロジェクト

・成年後見制度の動画講座を公開！

・社協グッズプレゼント

SNSにて情報発信中▶

　「福祉活動」ってなんだか難しい。自分には関係ないと思われている方も多いのではないでしょうか？福祉
とは「幸せ、豊かさ」のこと。福祉活動は、自分や周りの人たちの幸せをつくり、豊かに暮らせる社会をつく
る活動です。市社協は、秦野に暮らす皆さんに「福祉」をもっと身近に感じてもらい、もっと気軽に福祉活動
に参加してほしい、そして福祉活動をひろげていきたいと考えています。
　そこで、どなたでも気軽に取り組める活動メニュー例を作成しました。一日に一つから、市民の皆さんに取
り組んでもらう福祉活動のキャンペーンを実施します。おひとりでもご家族や仲間と一緒でも。まずは一つか
ら取り組んでみませんか？キャンペーン期間中に取り組んだ活動と感想をご報告ください。
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次回発行は2022年２月15日です。
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協力：大根地区社会福祉協議会

Ｑ. いちにち、ひとつの福祉活動。「〇〇〇〇」キャンペーン

応募方法：はがき・FAX・メールにて、必要項目をご記入の上、お送りください。
応募先：秦野市社会福祉協議会 社協はだの担当　FAX 85‐1302

〒257-0054 秦野市緑町16‐3　メール shakyo@vnhadano.com
必要項目：①氏名（ふりがな）  ②電話番号 ③住所
　　　　  ④クイズの答え ⑤社協はだの128号の感想
抽選で正解者10名の方に、社協オリジナル「トートバック」をプレゼントします。
当選された方には、社協窓口にてプレゼントをお渡しします

クイズに答えて、プレゼントをもらおう!

はだのにこにこフードマーケット開催しました。はだのにこにこフードマーケット開催しました。はだのにこにこフードマーケット開催しました。
　第２弾の開催となる「はだにこ」は、10月３日に大根地区・西地区の二か所同時開催となり、地域の方々のご協力をいただき
ながら、新型コロナウイルスの影響などで生活にお困りの方へ、食料品を無料でお渡ししました。
　当日配布した食料は、JAはだの様からお米と野菜、東京カントリー倶楽部様からパンをいただいた他、本会への寄付や市内
社会福祉法人等の協力による「はだの地域公益事業基金」で購入したラーメン、レトルトカレー、魚肉ソーセージ、ふりかけ等
です。また、当日は地区社会福祉協議会の皆様、民生委員の方や地域高齢者支援センターの方にご協力をいただきました。
＊はだの地域公益事業基金とは…
　市内の社会福祉法人等で設置している基金。他の制度では対応できない地域の様々な課題解決に活用していきます。

＊次回開催の日程につきましては、本会ホームページ等でお知らせします。

　大根地区にお住まいの方から「坂道が多くて買い物に行くのが大変」

「お年寄りの方が坂の途中で休んでいるのを多くみかける」と声が上がり、

このプロジェクトが始動しました。ベンチ作製、設置にむけ、自分たち

の住む地域をより暮らしやすくしたいと地域住民や有識者、地元大学生

などで話し合いをすすめています。

　今後、他地区でもご要望があれば場合、この取り組みを広げていき

たいと考えています♪

〇プロジェクトメンバー　大根地区にお住いの方々　有識者　東海大学生　大根地域高齢者支援センター　秦野市社会福祉協議会

＊前回のクイズの答えは、「任意」後見でした。社協はだのへのご感想をおよせいただきありがとうござ
いました。皆様のご意見を参考にさせて頂き、今後の社協はだのの製作に取りくんでまいります。

inおおねふれあい館
(大根地区社協拠点)

「講座に参加してみたいけど、中々時間が取れなくて…」
「どんな制度かちょっと知りたい」といった方に！

　いつでも、だれでも、どこでも！気軽に成年後見
制度の概要について知ることができます。こちらの
QRコードにアクセスしてください。社協ホームペー
ジでも公開しています！

『成年後見制度～はじめて編～』『成年後見制度～はじめて編～』

ご相談は、成年後見利用支援センターまで【☎ 84-7711】

『みんなのベンチプロジェクト』始動しています！
～地域にほっとひといきできるベンチをおこう～

協力：西地区社会福祉協議会
in西公民館

  大根地区   西 地 区

＊締め切り＊
12月15日（水）（必着）

プロジェクトメンバーの方の声プロジェクトメンバーの方の声

コロナでいろいろ
大変ですが

とても助かりました

動画講座を公開！！

ベンチを作って終わりではなくて、
この取り組みを通し、 地域の中で顔
見知りの方ができたり、 ちょこっとお

しゃべりする人ができたり…
地域のつながりの輪が少しずつでも広

がることを願っています！

こちらからアクセス▲

東京カントリー倶楽部

予約 0463-81-5113㈹
TEL 0463-81-5111㈹  FAX 0463-81-8300

市川造園土木グループ

ナビシステム搭載５人乗りカート全コース使用。
皆様のご利用をお待ちしております。

本社　東京都練馬区大泉学園町8-18-10
コース　神奈川県秦野市寺山1450

対象：15歳～ 49歳

まずはお電話ください。
サポステと一緒に就活を考えて
いきましょう！

厚生労働省委託事業・神奈川県委託事業

受付時間
平日10時～ 17時TEL. 0465-32-4115

若者サポートステーション（県西サポステ）

あなたの“働きたい”を
無料サポート


